
科⽬区分 条件⼜は科⽬名等

専⾨基礎
科⽬

必修 「Education and an Interconnected World （相互

に関連する世界と教育）」（2単位）、「Pedagogy for a
Changing World I （変化する社会における教授法Ⅰ）」（2
単位）、「Research Methodology （研究⽅法）」（1単
位）、「Research Design and Methods （研究デザイン

と⽅法）」（2単位）、「International Baccalaureate
Education Graduate Seminar （国際バカロレア教育特別研

究）」／「国際教育特別研究」（3単位）

必修科⽬ プログラム設定科⽬から選択必修（10単位以上）

選択科⽬ 選択（0〜10単位）

修了単位数

教育研究科　教育学（国際教育）修士プログラム

【履修方法・修了要件】

学位プログラム 教育学（国際教育）修⼠プログラム

科⽬群 修得単位数

必修科⽬ 10

専⾨科⽬
プログラム
設定科⽬

10〜20

0〜10

5. 年度により開講しない科⽬もあるので、注意すること。
6. 担当教員未定の科⽬については、年度途中で開講される場合がある。開講が決まり次第、掲⽰板にて連
絡するので注意すること。

注） 国際バカロレア教員資格（IB Educator Certificates）および教育職員免許状を取得しようとする者
は、科⽬選択にあたってIB教員資格および免許状取得に必要な単位数を満たすよう考慮すること。

30

1. 上表に基づき30単位以上を修得し、「国際教育実践研究報告書」または修⼠論⽂を提出し、審査及び最
終試験に合格しなければならない。

2. 「専⾨科⽬の選択科⽬」については、教育研究科の他専攻（スクールリーダーシップ開発専攻・教科教
育専攻）の授業科⽬を履修してもよい。ただしこの場合、振り替えが認められるのは10単位までとする。
10単位のうち、教育研究科以外の他研究科の授業科⽬や⼤学院共通科⽬について、振り替えが認められる
のは6単位までとする。
3. 社会⼈特別選抜試験によって⼊学した者のうち、⼤学院設置基準第14条に定める教育⽅法の特例の適⽤
を希望する者は、1年次で昼間に開設される科⽬により27単位以上、2年次で夜間等に開設される科⽬（14
条対応の科⽬）により3単位を修得するものとする。なお、上記特例の適⽤を受けようとする者は、当該年
度当初に、指導教員と研究科⻑に履修計画書を提出するものとする。
4. 有職者の履修については、特例的扱いによる場合がある。


